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研究成果の概要（和文）：本研究では、古典期のマケドニアとアテナイの関係はマケドニアの木

材の交易を軸とした緊密なものであったこと、そして、ギリシア文化がマケドニア王家および

エリート層に前５世紀以来かなり浸透していたことを検証し、これらのファクターがマケドニ

ア人とギリシア人の相互認識のあり方に影響したと結論づけた。そうしたなかで形成されたマ

ケドニア王のギリシア人としてのイメージが、フィリポス２世によるギリシア征服の進展の重

要な基盤となったと考えられる。 
 
研究成果の概要（英文）：This study has shown that Macedonia and Athens maintained a 
close relationship through the timber trade during the classical period, and that Greek 
culture was well adapted among the Macedonian royals and elites since the 5th century 
B.C.; these facts affected the way Macedonians and Greeks perceived each other.	
 The 
image of Macedonian kings as Greeks, constructed in those circumstances, played an 
important role in the process of Philip II’s conquest of Greece. 
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１．研究開始当初の背景 
マケドニア王国については、前４世紀後半

のフィリポス２世とアレクサンドロスの治

世を除くと日本では殆ど研究されておらず、

欧米においても、1970 年代以来マケドニア
史研究が活況を呈しているものの、前７~５

世紀については、文献史料上の制約から本格

的に取り組まれていないのが現状である。 
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私はこれまで、マケドニアの台頭とフィリ

ポス２世のギリシア制覇を前４世紀のギリ

シアの国際関係という枠組みのなかで詳細

に解明する作業を進めてきたが、やはり、前

７~５世紀のマケドニア王国を視野に入れ

ぬまま、前４世紀という時代だけを取り上げ

てマケドニアの台頭を論じることの限界性

を痛感するに至った。そうした認識から、萌

芽研究（H18~20）「建国神話と考古資料か
ら見る黎明期の古代マケドニア王国に関す

る研究」において、前７世紀半ばから前５世

紀までのマケドニア王国史の解明に取り組

んだ。この研究の一環として、前５世紀のマ

ケドニア王たちがギリシア人としてのアイ

デンティティをギリシア世界に対して懸命

にアピールしたことを丹念に跡づけたこと

から、マケドニア人のエスニック・アイデン

ティティのあり方を考察することがマケド

ニア王国の興隆の背景に迫る有効なアプロ

ーチになると考えるに至った。マケドニア人

のエスニック・アイデンティティをめぐる問

題は、現代のバルカンのマケドニア問題とも

絡んで大きな関心を集めているテーマであ

るが、その膨大な議論は、主として、マケド

ニア人の民族系統・言語・文化がギリシア人

のそれと同一であるかどうかの解明が焦点

となっている。しかし、人間集団の相互交渉

のなかで生成・変容する当時の人々の主観的

かつ可変的な観念としてエスニック・アイデ

ンティティをとらえる近年のエスニシティ

研究の潮流に沿って、当時のマケドニア人と

ギリシア人の主観的かつ可変的な「相互認

識」のあり方を同時代史料から問うことが肝

要となる。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は、前４世紀半ばに飛躍的な発展を

遂げてバルカン最強の王国へと成長したマ

ケドニア王国の興隆という現象を、長期的な

枠組みにおいて多角的に解明することを目

的とした。具体的には、マケドニア王国とポ

リス世界の接触が本格的に始まった前５世

紀初頭からフィリポス２世が台頭する前４

世紀半ばまでの時期を対象とし、マケドニア

人のエスニック・アイデンティティのあり方

について考察することによって、マケドニア

王国の興隆の背景を探ることを課題とした。 
本研究は、⑴マケドニア人とギリシア人の

相互認識の問題を、ギリシア人のバルバロイ

観の変容、およびギリシア人たる指標の比重

の変化を踏まえて検討すること、⑵政治外交

史とは切り離した文脈のなかで取り上げら

れることの多いエスニック・アイデンティテ

ィを、前５~４世紀のマケドニアとアテナイ

の関係史のなかにきめこまかく位置づけて

考察すること、⑶フィリポス２世のギリシア

征服という現象を、従来の政治的・軍事的側

面からだけでなく、エスニック・アイデンテ

ィティという側面から検討すること、の３点

が特色である。 
 
３．研究の方法 
⑴	
 ギリシア人のバルバロイ観の変容、およ

びギリシア人たる指標の比重の変化につい

て、同時代の古典史料をもとに検討した。 

 
⑵	
 前５~４世紀のマケドニアとアテナイ

の関係を、マケドニアの木材を軸としてきめ

こまかく検証した。 

 
⑶	
 マケドニア人とギリシア人の相互認識

について触れた同時代の著作家たちの立場

や価値観を検討したうえで彼らの記述を分

析し、両者の相互認識のあり方を解明した。 

 
⑷	
 前５~４世紀のマケドニアの言語と文

化に関する文献史料・考古資料を分析し、ギ

リシア世界の言語・文化との同質性・異質性



を検討した。 

 
⑸	
 ⑷で検討した「実態」と、マケドニア人

とギリシア人の相互認識との関連について

考察した。 

 
⑹	
 そうした「相互認識」が、フィリポス２

世のギリシア征服の進展においてどのよう

に作用したのかについて考察した。本研究で

得た成果を、私がこれまで進めてきたフィリ

ポス２世の時代の研究と結びつけ、マケドニ

アの台頭について多角的に理解することを

めざした。 
	
 
４．研究成果	
 

⑴	
 古代ギリシア人のエスニック・アイデン

ティティに関する先行研究を整理したうえ

で、主要な史料となる同時代の歴史叙述や悲

劇作品を分析してギリシア人のバルバロイ

観とギリシア人としてのアイデンティティ

の変遷について考察し、古典期におけるバル

バロイ観は決して固定的なものではなく、ギ

リシア人たる指標も時代とともに変化した

ことを明らかにした。 

 
⑵	
 前５世紀初頭のアレクサンドロス１世

の治世から前４世紀半ばに至るまで、マケド

ニアとアテナイの関係はマケドニアの木材

の交易を軸とした緊密なものであったこと

を、古典史料・碑文史料に即して検証した。

そうした緊密な関係が、マケドニア人に対す

るギリシア人の認識の重要な土台となって

いたと考えられる。 

 
⑶	
 マケドニア人とギリシア人の相互認識

について、ヘロドトス・トゥキュディデス・

エウリピデス・トラシュマコス・イソクラテ

ス・デモステネスなどの同時代の著作家たち

の記述をもとに考察した。これらの著作家た

ちの立場や価値観をその時代の文脈のなか

で検討したうえで、それぞれの記事の文献学

的先行研究を踏まえて考察し、マケドニア人

とギリシア人の微妙かつ曖昧な相互認識の

あり方を明らかにした。 

 
⑷	
 前５世紀のマケドニアの言語・文化の解

明につながる史資料は前４世紀に比べてか

なり乏しいが、ヴェルギナ・ペラ・エアニな

どをはじめとするマケドニア地方の発掘調

査は、とりわけ 21 世紀に入ってから著しい
進展を見せている。そうした最新の豊かな考

古学的成果から、ギリシア文化の積極的な受

容を図ったことが知られる前５世紀末のア

ルケラオスの治世以前より、ギリシア文化が、

マケドニア王家のみならず、マケドニアのエ

リート層にかなり浸透していたことを検証

した。 

 
⑸	
 マケドニアの言語や文化の「実態」が、

⑵のマケドニアの木材の交易を軸として緊

密に維持されたマケドニアとアテナイの関

係や、⑶の同時代の古典史料の分析やからう

かがえるマケドニア人とギリシア人の相互

認識のあり方とどのように関連しているか

について検討した。一般のマケドニア人に関

しては不明な部分が大きいが、前５世紀前半

からマケドニア王家とエリート層に認めら

れる「ギリシア化」は、ギリシア世界におけ

るバルバロイ観の変容、およびギリシア人た

る指標の比重の変化を背景に、彼らをバルバ

ロイとしての蔑視から遠ざけることに寄与

していたと考えられる。 

 
⑹	
 前５世紀以来のマケドニア王家および

エリート層の「ギリシア化」、およびマケド

ニアの木材という「切り札」の存在によって、

フィリポス２世の即位までに、マケドニア王



をギリシア人として受け入れる素地がギリ

シア世界にすでにできていたと考えられる。

マケドニア王のギリシア人としてのイメー

ジは、オリュンピアやデルフォイとの絆の喧

伝をはじめとする「ギリシア化」の進展を前

王たちよりも格段に積極的に進めたフィリ

ポス２世自身の戦略とあいまって、彼のギリ

シア征服をスムーズにし、その進展に拍車を

かけることになったと結論することができ

る。西洋古代史において重要な意味を持つマ

ケドニア王国の台頭とフィリポス２世によ

るギリシア制覇の成功の要因については

様々に論じられているが、エスニック・アイ

デンティティという側面からこの問題にア

プローチした本研究の成果は、フィリポス２

世のギリシア制覇の諸相を長期的な枠組み

のなかで多角的に解明し、マケドニア史の

「連続性」を軸としてその全体像を構築する

ための重要な土台となるものである。 
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